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1.は じめに

東北地方太平洋沖地震によって大きな液状化被害の発生 した浦安市において、 ミニラムサウンディング試験(以 下

MRS)に よる地盤調査を実施した。MRSは 、オー トマチックラムサウンディング試験(以 下SRS)の 打撃エネルギーを

112に 小型軽量化 した動的貫入試験である1)。MRSやSRSは 、連続的に貫入抵抗値が得 られ、戸建住宅などの小規模建

築物に広く普及 しているスウェーデン式サウンディング試験(以 下SWS)と 比較すると高い貫入能力を持ち、その可搬

性 ・操作性の良さから、近年SWSの 補足または単独で使用されることが増えている。

ここでは、標準貫入試験(以 下SPT)、SRSお よびSWSの 結果 と対比 した。

2.試 験地および試験概要

調査場所および調査地点はその1:調 査概要

に示されたとお りである。地点1で2点 、地点

3で2点 の計4点 、深度20mま で実施 した。試

験はラムサウンデ ィングを小型化 した小型動

的貫入試験機(ミ ニラム)に より、重さ30kg

のハンマーを35cmの 高さから機械的に自由落

下 させ 、貫入 ロ ッ ドの先 端 につ けた直径

36.6mmの コーンを地中に打ち込み、その打撃

回数 ㌔(MRS)を 測定する。また、打撃回数が

10回 を超えるところで、貫入に伴って発生する

ロッド周面摩擦 の影響を補正するための トル

ク砿 を測定 している2)。

①サポーター ⑤プレーキハンドル ⑨バケットカノ・㌧

②サボ㌧タ個 定金具 ⑥記録カウンダ ⑩ノッキングヘッド

③運搬車輪 ⑦ハンマー ⑪油圧モーター

④赫㌧ター固定金具 ⑧へ㌧スプレート

図 一1小 型 自動 貫 入 試 験 機(ミ ニ ラ ム)

写真一1試 験状況

3.SRSとMRSの 試験機比較

動的貫入試験には条件の異なる試験方法があ り、結果を相互に比較する上で、打撃エネルギーを単位面積、単位貫

入量あた りに換算した貫入抵抗Rdを 、次式で表すこともおこなわれている3)。

Rd=橡 。H!オ×MDこ こに一M:ハ ンマー重量9n:標 準重力加速度H:落 下高さ オ:コ ーンの底面積

D:所 定の貫入量 ノV:所定の貫入に要する打撃回数

MRSは 同一地盤での打撃回数がSRSの2倍 になるように勘案 され、設計 されている。表一1に比較表を示す。

表一1試 験機比較表

大型動的コーン貫入試験 中型動的コーン貫入試験

通 称:オートマチックラムサウンデ ィング

(SRS)

通称:ミニラムサウンディング

(MRS)

打撃装置
ハ ンマー重量 kg 63.5 30

落下高 さ mm 500 350

先 端 コー ン

先端角度 deg. 90 90

公称断面積 cm2 15.9 10.52

底部直径 mm 45 36.6

打撃測定量 cm 20 20

1打 撃あた りのコーン単位面積

あたりの仕事量
kJIm2

195.9

1SODPSHAに 対 応

97.9

1SODPMに 対 応

ComparisonofVariousStaticSoundingTestsinUrayasuCity(Part4:MRS)

FukaiAkira(SekisuiHouse,Ltd.),HirataShigeyoshi(DaiwaHouseIhdustryCo.,Ltd.),OshimaAkihiko(OsakaCityUniversity)
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4.MRS結 果

地点1お よび地点3のMRS測 定 結果 を柱状 図 とともに図一2お よび図一3に示す。
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5.試 験 結果比較

MRSの 周 面摩擦 の影響 は、次式で補正 した4)。 輪(MRS)=112×1%m(MRS)-0.16× 砿 払 の単位 は(N・m)

地 点 ごとに柱状図、SPTと の比較 、SRS5)の 比較 を並べた。SPTと の比較 は地点1-1、3-2の 輪(MRS)と トル ク補

正前 の112× 瑞(MRS)で 比 較 した。SRSと の 比較は上記試 験位 置に近い(1m)デ ー タとの比較 とし、輪(MRS)、

輪(SRS)お よびM直 を示 した(図 一4、図一5)。
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宅地の地盤 調査 として最 も普及 してい るSWSの 結 果 と比較 した。SWSに つ いては換算N値 として、稲 田式 を使用

し、粘性土 赦w,ニ3× 肌w+0.05×1晃w砂 質土 凡w,=2× 肌w+0.05× 罵wで 換算 した。

比較デー タは積水ハ ウス実施の うち、それぞれの地点でMRSとSWSが 近 いデー タを選択 した。図一6に地点1、 図

一7に柱状 図 とともに示す
。
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図一8に地点1の おける同一深 さでの 珊(SRS)と 輪(MRS)お よびN値 と珊(MRS)の 相 関図 を示す。同様 に図

一9に地 点3の 相 関図を示す。
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図一8地 点1_同 一 深 さでの相 関図
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5.ま とめ

・図一2、図一3に示 した通 り、約1m離 れ た試験位置 のデー タは、ほぼ近似 したデー タとなってお り、MRSは 再 現性の あ

る試 験方法であ ることがわか る。

・深度 が大き くな るほ ど
、周面摩 擦の影響を受け、 トル ク値 は大き くな り、補正値 も大き くな る。

・図一4
、図一5に示 したSPTと の 比較 か ら深度10m程 度 までの 輪(MRS)値 は1V値 に近似 したデー タ となってい る。そ

れ以深 については、やや 蝿(MRS)値 がN値 と比較 す ると大 きく評価 され る傾 向が認 め られ る。

・図一6、 図一7に 示 した よ うに動 的 と静的 とい う試 験方 法の違いはあ るが、輪(MRS)と 蝿wsは 近 似 したデー タ とな っ

ている。

・図一4、 図一5に示 したSRSと の比較 か ら輪(MRS)値 と 輪(SRS)値 は かな り近似 したデー タとなってい る。但 し、

10m以 深 においては、輪(SRS)値 の方 が、よ りN値 に近似 したデータ となってい る。 これ は、SRSの 貫 入力が大きい

こと、 トル ク補 正係 数が妥当であった ことが推 察 され る。

・図一8
、 図一9に示 した よ うに 瑞(MRS)は 輪(SRS)やM直 に比較す る0～20%程 度 、大きな値 とな る傾 向を示す。

・MRSは 液 状化地盤 を判定す る上 で有効 な地盤調査 である と考 え られ る
。ただ し、液状化には水位 、土質 を知 ることが

不可欠 であ り、サ ンプ リング等の調査を組 み合わせ る必要があ る。

最 後に、現地調 査に ご協力いただ きま した(有)地 盤調査システムに謝意 を表 します。
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